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　はじめに
　スリランカの多くの人々にとって，サラット・フォンセーカは 2009 年 5 月
の内戦終結をもたらした英雄であった。将軍という地位にあったこの軍人は絶
大な人気を背に大統領選に出馬したが，2010 年 1 月の選挙においてマヒンダ・
ラージャパクサに敗北した。その直後，彼は様々な罪状で逮捕された。選挙後
には軍関係者からもかなりの数のカラーワ・カースト（フォンセーカもこの
カーストに属する）の人々が追放された（1）。その後フォンセーカは，軍務に従
事しながら政治に関与したという罪で 30 ヶ月間の禁固刑を軍法会議において
宣告された（2）。この一連の出来事は少なからぬ人々に政治とカーストの問題を
改めて想起させることになった。
　もしこのときフォンセーカが勝利していれば初めてのカラーワ出身の大統領
が生まれるはずであった。実際，独立後のスリランカ（1972 年まではセイロン）
において首相，大統領となったのはほぼすべてゴイガマ・カーストに属する人々
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であった。唯一の例外がラナシンハ・プレマダーサである。プレマダーサはヒ
ンナーというカーストの出身であった（3）。ヒンナーはサラーガマの洗濯カース
トであるとされていた（4）。彼は低位カーストでありながらも強い意志と雄弁力
によって権力の頂点に登りつめたといわれる。ただこれはあくまでも例外であ
る。彼以外の首相，大統領はすべてゴイガマであった。ゴイガマはシンハラ人
人口の半数ほどを占める大カーストであり，「至る所におり，あらゆる場所で
支配的地位を占めている」とも言われた（5）。
　このようにゴイガマが政治的にきわめて有利であるようにみえる状況のなか
で，非ゴイガマたちはどのように政治的影響力を確保しようとしたのだろう
か。暴力革命を目指した JVP（人民解放戦線）の活動は非ゴイガマによるこう
した政治活動の一つの形であるといえるかもしれない。また，シンハラ・ナショ
ナリズムの熱心な唱道者のなかにも多くの非ゴイガマ・カースト出身者がい
た。独立後のスリランカ政治にきわめて大きな影響を与えた 1956 年の政治変
革とその後のシンハラ・オンリー政策の執行を支えた人々のなかにも少なから
ぬ非ゴイガマがいた。特にカラーワのエリートである L. H. メッターナンダや
N. Q. ダヤスといった人々が果たした役割は大きいように思える。そしてこう
した点は十分には考察されてはいない。
　実際，スリランカにおけるカーストと政治に関する研究は明らかに不十分で
ある。1960 年代を中心にいくつかのカースト研究がなされたことは事実であ
る。しかしそれはその後十分には展開しなかった。後述するように，スリラン
カではカーストをタブーとする文化がきわめて強い。その上シンハラ・タミル
の対立が社会を分断するなかで，1980 年代以降はエスニシティやナショナリ
ズムの研究が中心となってきた。しかしカーストがみえづらいということと，
カーストが意義をもたないということは明らかに別問題である。少なくとも
カーストとスリランカ政治にかなりの程度の関係性があることは間違いない。
特に私が今後研究の対象にしたいと考えている 1950 年代，60 年代においては
カースト的要因は政治においてかなりの重要性があった。本稿ではまず非ゴイ
ガマ・カーストのなかでも特に有力なカーストであるカラーワを中心に，植民
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地時代から独立に至る時期における政治とカーストの問題を考察したい。
　1　シンハラ社会とカースト
　シンハラ社会には大まかに言って代表的カーストは 15 ほどあると言われる。
その最高位にあるのはゴイガマ（Goigama）である。その中でも特別に高い地
位にあると考えられてきたのがラダラ（Radala）というサブ・カーストであ
る。ゴイガマは多くの土地を管理し，低位カーストのサービスを受ける権利を
もっていた。代表的なサービス・カーストはゴイガマの奉公人のような地位に
あったワフンプラとバトゥガマであった（6）。ワフンプラ（Wahumpura）はかな
り大きなカーストで，カンデヨ（山の民），ハクル（粗糖造り）などとも呼ば
れる。彼らの大半はキャンディ地域では同質的な村を形成し，農業を行ってい
た。椰子の樹液から粗糖を生産する者たちもあったが，彼らだけが粗糖造りを
行うわけではなかった。バトゥガマ（Bathgama）も数の多いカーストである。
パドゥとも呼ばれ，圧倒的にキャンディ地域に居住していた。肉体労働のみに
適し，家内労働には不適であると高位カーストからはみられていた。大半のバ
トゥガマの人々は土地をもたず，労働者として生活していたといわれる（7）。
　シンハラ社会のカースト秩序においてアウトカースト，つまり特に低い地位
にあるとみられているのが ロディヤ（Rodiya），キンナラ（Kinnara），ガハラ
（Gahala）である。彼らは孤立した村落に住むことが多く，また数々の規制を
受け，社会的排除の対象となってきた。たとえばかつては茶店では彼らにはコ
コナツの殻で茶が出された。学校にも受け入れられにくく，受け入れられても
差別を受けた。高位カーストの仏教僧はロディヤの家での葬儀への参加を拒否
した。ロディヤは死畜の除去，皮革加工，箒作り，カツラ作りなどを世襲の職
業としてきた。またロディヤは魔術を使ったり，不幸をもたらしたりすると考
えられている。キンナラは旧キャンディ王国地域にみられるカーストで，シン
ハラ社会の最下層にあるともされる。ほとんど土地をもたず，マット作りや不
随時の労働で生計を立ててきた。ガハラ（またはガハラ・ベラワー）は死刑執
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行，道路清掃，死畜の処理などを行ったカーストで，彼らも非常に低い地位に
あるとされた。こうしたカーストの人々のなかには，移住し，改名することで
カーストの出自を消そうとしたり，キリスト教に改宗したりする人もいる（8）。
　ところで，スリランカではイギリス植民地政府によって 1871 年から全国的
なセンサスが行われたのであるが，インドとは異なりカースト別人口は調べら
れなかった。そのため今日においても信頼できるデータは得られない。ただ，
たとえばゴイガマは，大まかに言って，シンハラ人口の半分ほどであるとされ
ている。「少なくとも過半数」という見方もある（9）。
　ジギンズは 1970 年代にカースト別人口を聞き取り調査によって明らかにし
ようとした。彼女はスリランカの 17 カ所でカーストの割合について聞き取り
調査を行い，それを平均化するという手法でカースト別人口を推定した。こ
うして彼女は，1970 年代半ばにおけるシンハラ人人口 890 万人のうち，ゴイ
ガマが 450 万人，サラーガマ，カラーワ，ドゥラーワを合わせて 80 万人，バ
トゥガマとワフンプラを合わせて 300 万人，その他が 60 万人であるとした。
また彼女はマータレー県のカースト別人口を提示している。これは県の徴税局
のリストをもとに行政官や村のヘッドマンの支援を受けつつ明らかにしたもの
である。これによるとマータレー県では，ゴイガマが 44％，バトゥガマが 27％，
ワフンプラが 17％であった。この県が中央高地にあるからであると思われる
が，漁民の多いカーストであるカラーワは 1％ほどと少なかった（10）。表 1 はシ
ンハラ人人口に占める代表的カーストの大まかな割合を示したものである。上
記の理由から非常に不正確であることは言うまでもないが，大まかな傾向は把
握できると思われるのでここに記すことにした。
　スリランカではカーストの人口別割合のみでなく，カーストの存在そのもの
も非常にわかりにくくなっている。カーストに言及することがかなり強力な
タブーとなっていることは明らかにその理由の一つである。すでに 1927 年に
カーストを意識しないようなポーズをとることが慣習的になっていると報告さ
れている（11）。1950 年代にカーストについての調査を行ったライアンも，カー
ストは「無意味」であると特に都市部のゴイガマは主張する，政府もまたシン
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ハラ人のカーストに関してはロディヤを除いてその存在を認めようとしないと
記している（12）。カーストは教育を受けた者が扱うテーマではないとする反応
があるし，社会学者や人類学者がカーストをテーマにすることへの批判が存在
するという指摘もある（13）。こうしたカーストをタブーとする根強い文化に加
え，内戦にまで発展したシンハラ・タミル間のエスニックな分断がジェンダー
や階級の問題とともにカーストの問題を隠ぺいしてきたともされる（14）。 
　先に触れたように，学術研究においても 1960 年代，70 年代にはかなりの程
度カーストに言及した研究がなされたのであるが，1980 年代以降はエスニシ
ティやナショナリズムに学問的関心が移っていった。さらにまた，低位カース
トの人々自身によってもカーストは隠される傾向にある。人々は移住したり名
前を変えたりすることでカーストを隠そうとしているといわれる。ジャーナリ
ズムの分野でも，政治におけるカースト的要因を認識することを拒否する傾
向がある（15）。また日常生活においても表だってカーストに言及することはほ
とんどない。ただ内輪の会話ではカーストが話題になることはあるし，口論に
なった場合の個人的な罵りなどでカーストが表現されることはある。また結婚
に関してはかなりの程度重要であるようにみえる。ライアンは，都市において
表 1　シンハラ社会の主なカーストとおおよその割合
　　　ゴイガマ  49％　　　　
　　　カラーワ  5％　　　　
　　　サラーガマ  3％　　　　
　　　ドゥラーワ  2％　　　　
　　　ヘナ（またはラダ） 3％　　　　
　　　ワフンプラ（またはハクル） 12％　　　　
　　　クンバル（またはバダハル） 2.5％　　　　
　　　バトゥガマ（またはパドゥ） 18％　　　　
　　　その他  5.5％　　　　
　　　　合　　計  100％　　　　
出典：Kalinga Tudor Silva, P. P. Sivapragasam, Paramsothy Thanges 
（eds）, Casteless Or Caste-Blind?: Dynamics of Concealed Caste 
Discrimination, Social Exclusion, and Protest in Sri Lanka （Colombo: 
Kumaran Book House, 2009），p. 32 より川島が作成。
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は異カースト間結婚がみられるとしながらも，これは家庭内におけるきわめて
深刻な対立をもたらすとし，非常に多くの結婚は同カースト内で行われるとし
た（16）。ただし，ライアンの調査はすでに半世紀ほど前に行われたものであり，
今日において異カースト間結婚がどのような状況にあるのかについては必ずし
も明らかではない。
　2　カラーワ・カーストとその起源
　KSD カ ー ス ト と 略 さ れ る こ と も あ る カ ラ ー ワ（Karava）， サ ラ ー ガ マ
（Salagama），ドゥラーワ（Durava）という 3 つのカーストは，比較的新しい時
期にインドから長期間にわたり継続的に渡来した人々で，その移住は 18 世紀
においても行われていた。この 3 つのカーストは南インドの人々をシンハラ社
会に吸収する過程で生まれたものであるとされる。そうした経緯もあって，彼
らは農業を中心とする旧来のカースト社会とは深いつながりをもたなかった。
またシンハラ社会における儀礼的重要性ももたなかった。しかし逆に他の低位
カーストのようにゴイガマなどからの差別を受けることは通常なかったし，ゴ
イガマ地主に隷属することもなかった。
　彼らがシンハラ社会に統合されていくのはコーッテ時代後期，つまり 16 世
紀ごろだと考えられている。ラージャカーリヤ（王役）と呼ばれる賦役労働の
システムの中で，カラーワには漁業，ドゥラーワにはヤシの樹液採集やヤシ酒
造りが主要な職業として割り当てられた。サラーガマはより古い時代には機織
りとされていたが，その後シナモンの採取と流通を行う者とされた。しかし実
際には各カーストとも多様な職業に従事していた。たとえば 19 世紀にはドゥ
ラーワやサラーガマの漁民もあった。カラーワは 18 世紀においては，船大工，
家具製造，その他の職人，漁業，トディやアラックの製造者，政府の徴税請け
負い，ココナッツや水田の保有者，ココナッツ製品の製造者，女性のレース織
り，教師，アーユルヴェーダ医，家内奉公人，労働者，商人などのさまざまな
職に従事していた（17）。
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　カラーワは，サラーガマやドゥラーワとともに，ゴイガマよりも低い地位に
あるとみられていた。しかし特に 19 世紀後半ごろから彼らのなかから多数の富
裕層が出現するなかで，カラーワはクシャトリヤというヴァルナに属し，シュー
ドラであるゴイガマよりも高位にあると強く主張されるようになった（18）。
自らをクシャトリヤであると主張するカーストは多いが，カラーワほどそれを
積極的に主張したカーストはなかった（19）。彼らの主張によれば，カラーワと
いう名称は，サンスクリットのカウラワ（Kaurava）という言葉から派生した
ものである。カウラワとは『マハーバーラタ』に登場するクル族を指すのであ
り，彼らはそのクル族の子孫である。クル族は戦士カーストであるからカラー
ワはクシャトリヤであるとされるのである。こうした主張はたとえば『アーリ
ヤ人（The Aryans）』といった雑誌などを通じてなされた（20）。
　カラーワはインドのカライヤール（Karayar）およびパラワ（Parava）とも
一定のつながりがあると考えられている。これらのカーストはいずれも漁民
カーストであるとされているが，クル族の子孫であり，クシャトリヤであると
主張している点でも一致する。パラワの場合は婚礼の際に飾る旗や紋章がカ
ラーワと同一の神話に由来するものであるとされる。カラーワとタミル地域と
の関連については，18 世紀や 19 世紀のいくつかの村においてはタミル語を話
すシンハラ人カラーワが存在したことからもうかがえる。彼らの中にはタミル
文字を使っていた人もあったという（21）。今日においてはこうした人々はシン
ハラ語による学校教育などのため家庭外ではシンハラ語を使用し始めているの
であるが，家庭内においては未だにタミル語を使用している人々もあるといわ
れる（22）。
　ところでスリランカの北部を中心とするタミル地域にもカライヤールとい
う漁民カーストが存在する。1890 年にカラーワによって書かれた小冊子には，
マンナールやトリンコマリーやバッティカロアのタミル語を話す「兄弟」とい
う記述もある。ただライアンは，カラーワとスリランカ北部のカライヤールは
何も共通点をもたないとしている（23）。
　ところでカラーワの多くはキリスト教徒である。キリスト教徒の企業家とし
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て成功した者も多いが，次節でみるように，仏教徒のカラーワのなかにも大富
豪となった人々も多数ある。キリスト教徒のカラーワはコロンボをはさんでチ
ラウとモラトゥワの間に多い。ニゴンボ付近では漁民たちはほぼすべてローマ・
カトリック教徒である。他方，仏教徒のカラーワはモラトゥワの南に多い。仏
教復興運動などにおける在家の仏教徒指導者には多くのカラーワがいた。その
出身地はパーナドゥラ周辺であり，彼らの影響力はゴールやマータラにまでお
よんだといわれる。キリスト教徒のブロックは一般的により富裕で，より教育
を受けており，より西洋化していた。それに対して仏教徒のカラーワ・ロビー
は大学，専門職，行政などにおいて強かった（24）。
　3　カラーワの経済的上昇
　カラーワ・エリートたちの多くはサラーガマやドゥラーワとともにプラン
テーション経済のなかで富を蓄積した。19 世紀前半にイギリス支配下でスリ
ランカの中央高地に切り開かれたコーヒー・プランテーションは市場経済の
急速な発展をもたらした。カラーワがその新しい経済的変化に適切に対応で
きた理由はいくつかあった。一つは，彼らがスリランカ沿岸地方に住んでい
たことである。この地域はアジア内交易の中継点でもあり，対インド交易の
重要拠点でもあった。交易に関わるなかでいくつかの同族集団はすでにかな
りの富を蓄積していたし，市場経済に対応するためのスキルを身につけてい
た。また，カラーワたちは干し魚の交易などによってスリランカ内陸部との
通商関係を築いていた。そのため商業的ネットワークの形成が容易であった。
彼らの多くが居住していたモラトゥワ地域がコロンボに近く，急速に発展し
たこの都市が提供する多くの経済的機会を手にすることができたことも有利
な条件だった。さらにモラトゥワのカラーワには職人階層がかなりあり，市
場経済への対応がより容易であった。彼らが比較的新しくスリランカに移住
した人々であり，内陸部において形成されていたゴイガマを中心とする社会
に十分に組み込まれていなかったことも，新しい経済状況に柔軟に対応する
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ことができた原因であった（25）。
　ところで，彼らにもっとも利益をもたらしたのはアラック・レンティング
（arrack-renting）という酒類流通の仕組みであった。プランテーションが急速
に発展させた市場経済は多くの物品を流通させたが，そのなかでもきわめて需
要が大きかったのはアラック（ヤシの蒸留酒）であった。そしてカラーワを中
心とする新興の起業家たちはこの酒の販売によって巨大な利益を得た。伝統的
なエリート層を構成していたゴイガマのムダリヤールたちは酒を扱うことによ
る悪評を嫌った（26）。
　オランダ人やイギリス人支配者たちは，租税の徴収権や特定の経済活動を行
う権利を競売にかけるという形で国庫の収入を確保しようとした。植民地の支
配者たちはこうして，生産者から魚税（fish-tax）や米税（paddy-tax）を徴収
する権利，道路，橋，渡し船から利用料をとる権利，ギャンブル場や闘鶏場を
運営する権利を競売した。こうしたなかで 19 世紀前半においてもっとも利益
を上げたのがアラック・レンティングであった。アラックを売る店は西海岸の
町々につくられたが，その後中央高地にも広がっていった。きわめて大きな収
益を上げたのはコロンボの酒場であった。アラックは港湾や労働者階級の地区
で大量に売られただけでなく，軍隊の娯楽所でもかなりの量が消費された。こ
うしてアラックの製造，流通，販売はきわめて重要な産業となった（27）。
　アラックを小売りする権利は毎年競売によって植民地政府から地元の人々に
与えられた。この販売権は最初は酒場単位で，その後地域単位で与えられるこ
とになった。販売権を買い取ったのは，沿岸地域では各地域の有力者であった。
高地シンハラ人の多くは酒を取り扱うことを嫌ったため，中央高地では低地か
ら移住したシンハラ人たちが酒の流通に携わった。カーストでいえば，主にゴ
イガマかカラーワであった。ただ，その後カラーワ以外のカーストはアラック・
レンティングから撤退していった（28）。
　19 世紀半ばにおいて大きな成功を収めたカラーワの企業家の多くはスリラ
ンカ南西の沿岸地域，特にモラトゥワとパーナドゥラに多かった。その代表が
モラトゥワのリンダムッラゲ・デ・シルワ（Lindamullage de Silva）一族であった。
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彼らは 13 世紀にインドから来たと自ら主張した。さまざまな分野で起業した
が，アラックの販売もその一つであった。また，モラトゥワのバラップワドゥゲ・
ムナクラスーリヤ・メンディス（Balappuwaduge Manakulasuriya Mendis）一族や，
パーナドゥラのテルゲ・ペイリス（Telge Peiris）一族も大きな成功を収めた（29）。
　しかし 19 世紀においておそらく最大の富豪となったのはワルサヘネディゲ・
ソイサ（Warusahennedige Soysa）というカラーワの一族であった。彼らはモ
ラトゥワの仏教徒で，オランダ時代から商業に従事していた。中央高地との交
易が活発になると，彼らも塩，スパイス，タバコ，食料をキャンディに運んだ。
彼らはその他さまざまな事業にかかわったが，彼らに巨大な富をもたらした
のはキャンディ地域におけるアラック販売であった。彼らは 1832 年にはこの
地域のアラック販売を一手に担うようになっていた（30）。この一族のなかでお
そらくもっともよく知られているのはジェロニス・ソイサ（Jeronis Soysa, 後
に Jeronis de Soysa）である。彼はゲート・ムダリヤール（Gate Mudaliyar）と
いう名誉称号を 1853 年に与えられた。彼の富が他のムダリヤールたちをしの
いでいたことや，彼がカラーワであり，しかも伝統的なカラーワ・エリートの
家系に属していなかったことが，ゴイガマのエリートたちに大きな衝撃を与え 
た（31）。
　カラーワたちはこうして 19 世紀においてかなりの経済的成功を収めたた
め，20 世紀初頭には富裕層のかなりの部分を占めることになった。ロバーツ
の分析によると，1907 年に出版された『セイロンの 20 世紀的印象』（Twentieth 
Century Impressions of Ceylon）内に登場する 272 人のエリートのうち，カー
ストが確認できたのは 248 人であった。そのうち 127 人，51.2％はゴイガマ
であったが，89 人，つまり 35.8％はカラーワであった。この書籍に登場する
ゴイガマには伝統的な地位をもつ者や地方の有力者が含まれている。それゆ
え純粋に経済的成功を収めた者という観点からみればカラーワの割合はさら
に高まるかもしれない。いずれにせよ人口比を考えれば，カラーワの成功が
非常に大きかったことは間違いない。カラーワの経済的成功は，1915 年ごろ
の植民地政府による調査のなかでカースト名が確認できたコロンボ市内の資
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産のうち 44.8％はカラーワ，25.7％はゴイガマのものであったことからもうか
がえる（32）。1950 年代にカーストについて調査したライアンは，コロンボ市内
の 10 のもっとも富裕な一族をあげれば，そのうち 8 か 9 はカラーワであろう
と記している（33）。
　ところで，商業やアラック・レンティングで富をなしたカラーワたちの多く
は，プランテーションを取得したり，より威信のある専門職に向かったりした。
アラック産業から完全に撤退した人々もあった。彼らの多くは土地や教育に投
資した。19 世紀半ばごろから能力のある子どもたちをインドやイングランド
に留学させた。なかには中等教育をもイングランドで受けさせる人々もあった。
巨額の富を得たカラーワたちは西洋式の高等教育という新しい機会を効果的に
利用することで，多くの威信ある職業に進出したのである。当然の結果として，
インテリ層のかなりの部分をも占めるようになった。企業の上層部の多くもカ
ラーワになった。たとえば 1961 年の調査によれば，主要な私営，および公営
企業のシンハラ人役員および管理職 130 名のうち 61 名がカラーワであった（34）。
　4　仏教復興運動とカラーワ
　経済的に圧倒的な成功を収めたカラーワのエリートたちは，社会的地位の上
昇と政治的影響力の拡大を求め始めた。仏教復興運動への支援はその一環で
あった。この運動はもともと植民地下でのキリスト教宣教師の活動への反発か
ら生まれたものである。スティラットが言うように，宣教師たちの活動の中心
となる改宗活動は基本的に「人々が世界を理解するあり方を変えさせ，人々の
過去の信念や行動の間違いに気づかせる」というものであった（35）。仏教復興
運動は明らかにこうした世界観をもつ宣教師の活動への仏教僧による異議申し
立てであった。この活動は 1840 年代後半から始まったが，1860 年代ごろから
はかなり組織化されたものとなり，キリスト教徒と仏教徒との間で 5 回の論争
の機会がもたれた（そのうち 2 回は文書の交換，3 回は公開の討論というとい
う形でなされた）（36）。この運動はその後仏教徒による出版活動，学校設立，禁
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酒運動などへと本格的に展開していった（37）。
　この仏教復興運動の中心的な財政的支援者は，商人，プランテーションの
オーナー，アラックなどのレンター，専門職をもつ人々であったといわれる。
もちろん彼らはシンハラ人で仏教徒であったのであるが，その中にかなりの数
のゴイガマがいたことは事実である。ゴイガマのエリートの多くはグラファイ
ト鉱山の経営でまず財をなし，それをプランテーションなどに投資した。巨
額の富を得た彼らの中には仏教復興運動を支援する人々もあった。たとえば， 
D. C. G. アッティガッレ（Attigalle）は寺院へのかなりの規模の援助を行った
が，彼の娘婿二人は 1904 年と 1912 年の禁酒運動に積極的に関わった人物で
あった。一人は初代首相 D. S. セーナーナーヤカの兄 F. R. セーナーナーヤカで
あり，もう一人は 3 代目首相コテラワラ（Sir John Lionel Kotelawala）の父（John 
Kotelawala Senior）である。また新聞社を設立したことでよく知られている 
D. R. ウィジェワルデナ（D. R. Wijewardena）の一族は木材ビジネスで財をなし，
ケラニヤ寺院の修復を財政的に支援した（38）。仏教復興運動を精力的に進めた
ことでよく知られるアナガリカ・ダルマパーラの一族もまたゴイガマの新興エ
リートであった（ただ彼らに対立する人々は，ダルマパーラの一族はワフンプ
ラ・カースト出身であると主張していた）（39）。
　もちろん仏教復興運動の支援者はゴイガマのみではなかった。ワフンプラの
商人である N. S. フェルナンドの一族はその一つである。彼らは仏教徒神智協
会を支援したが，インドのサリー輸入業者でもあった彼らはサリーを民族服と
して推奨した。サラーガマの商人 R. A. ミランドはプランテーションの経営者
であり，シナモンやグラファイトの輸出にもかかわっていたが，1891 年から
1914 年まで仏教徒神智協会の会長を務めていた（40）。
　しかし，仏教復興運動を財政的にきわめて積極的に支援したのはカラーワの
エリートたち，特にパーナドゥラのプランター，あるいはアラック製造業者や
販売者たちであったといわれる（41）。パーナドゥラのカラーワたちはモラトゥ
ワのカラーワたちよりも後発であり，アラック・レンティングへの参加も遅
かった（42）。
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　パーナドゥラのカラーワたちは，1873 年にこの地で仏教徒とキリスト教徒
の間で行われた宗教論争の場を組織したことでもよく知られている。このイベ
ントに大きく関わったのは，パーナドゥラの実業家であるムダリヤール・アン
ディリス・ペレーラ（Mudaliyar Andiris Perera）とジェレミアス・ダヤス（Jeremias 
Dias）であった。ジェレミアス・ダヤスの父はインドとの交易を行ったカラー
ワたちの一人であったが，パーナドゥラ中心部にあるランコット寺院の建立を
支援したことで，また彼の妻セレスティーナ・ダヤス（Selestina Dias）は仏教
徒の女子教育の発展に貢献したことでよく知られている。コロンボにある有名
な女子校ウィサカ・ウィディヤラヤ（Visakha Vidyalaya）は彼女からの土地と
資金援助によって設立された。セレスティーナの息子であるハリー・ダヤス
（Harry Dias）もまた仏教復興運動に貢献した（43）。
　ところでセレスティーナは同じパーナドゥラのロドリゴ家からダヤス家に嫁
いだのであるが，パーナドゥラのカラーワは婚姻等によって緊密な同族関係を
築いていたといわれる（44）。後述するように，1950 年代から 60 年代にかけてス
リランカ政治に大きな影響力をもった N. Q. ダヤスがこうした同族集団の一員
であることは間違いない。
　5　植民地期の政治改革とカースト
　イギリス植民地政府は公的にはカーストを是認しなかった。しかし現実的に
はカーストに配慮しつつ地方行政や徴税などを担当する行政官の配置を行っ
た。そしてその際，明らかにゴイガマが優遇された。イギリス人以前の支配者
であったオランダ人たちは多くのカラーワやサラーガマを高位のヘッドマンな
どとして採用していた。そのためゴイガマの影響力はかなりの程度制限された
のだが，イギリス人たちはそれを廃し，ゴイガマを中心とする行政組織をつく
り上げた（45）。また 1833 年のコールブルック・キャメロン改革によって導入さ
れた立法評議会のシンハラ人議席に任命されたのはゴイガマの特権的階層のみ
であった（46）。
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　政治改革を求める動きは 20 世紀初頭に高まったが，その背景にはこうした
一部の特権的ゴイガマのみが政治的影響力をもつことへの反発があった。そし
てその動きの原動力になったのはカラーワであった。すでにみたように，多
くのカラーワたちが 19 世紀後半に急速に経済力をつけた。いくらかの人々は
「格段に富裕なシンハラ人」となるなかで，カラーワたちは自らの政治的代表
権を求めるようになった。それゆえ，この動きの主唱者のほとんどはカラーワ
であり，ゴイガマ・エリートは一定の距離をおいていた（47）。実際かなり数の
カラーワたちが，セイロン改革連盟（Ceylon Reform League, 1917-1920 年）や
セイロン国民会議（Ceylon National Congress, 1919-1950 年）に参加した。また
1890 年代からは幾人かのカラーワがキャンディ，コロンボ，ゴールの市評議
会の議員となった（48）。
　政治改革を求める動きに応えて植民地政府は 1910 年に立法評議会の改革を
行い，政府任命の 6 議席の他に，初めて選挙による 4 議席を設定した。この 4
議席の内訳は，2 議席が「ヨーロッパ人」，1 議席がバーガー，残りの 1 議席が
「教育を受けたセイロン人」ということになった。この議席の有権者は英語教
育を受けた者だけに限定され，その数はわずか 2,957 人であった。このとき立
候補したマーカス・フェルナンドはさほど富裕でないカラーワの家庭に生まれ
た人物である。きわめて学業が優秀だったため，奨学金を得てイギリスに留学
し，医学士と医学博士の学位を取得した。彼は帰国後，病院勤務などを経て細
菌学研究所の所長となっていた。このフェルナンドと選挙を争ったのはセイロ
ン・タミル人のポンナンバラム・ラーマナータンであった。よく知られている
ように，このとき多くのゴイガマたちは，同じシンハラ人であるフェルナンド
ではなくラーマナータンに投票し，タミルの高位カースト・ヴェッラーラに属
するラーマナータンが当選した。この選挙結果の解釈はさまざまである。フェ
ルナンドは改革派，ラーマナータンは保守派であったため，ゴイガマの保守派
がラーマナータンを選んだとする見方もある。エスニックな属性には配慮しな
いとするエリートたちの決意の表明であったともされる。しかし，「漁民カー
ストよりも高位カースト・タミルの方が好ましい」と考えたゴイガマもかなり
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あったという見方も根強い（49）。
　いずれにせよ，その後の政治改革は必ずしもカラーワたちが望む結果を生
まなかった。1931 年にドノモア憲法によって男女の普通選挙が導入されると，
カラーワたちの政治的影響力の欠如はますます明確になった。普通選挙は数的
に圧倒するゴイガマをきわめて有利な状況に置いたのである。そしていくつか
の選挙区ではカーストが決定的に重要となった。実際，選挙戦においてカース
トのみが訴えられるという選挙区も現れた（50）。しかもたとえ当選したとして
も，カラーワの議員が影響力ある地位に就くことは非常に難しかった。1936
年の総選挙後の組閣においては，全閣僚がシンハラとなった。そのためシンハ
ラ人による政治的支配が明確になった歴史的出来事として知られている。しか
しこの組閣はゴイガマが政治的に圧倒的に優勢であることを示したものでも
あった。このとき閣僚となったカラーワはわずか 1 名であった。1947 年の組
閣においては，14 名の閣僚のうち 11 名がシンハラ人であったが，そのうち 9
名がゴイガマで，カラーワは一人もいなかった。1920 年代において非ゴイガマ・
カーストから表明されていたゴイガマによる多数派支配への不安は，1930 年
代以降明確な現実となっていったのである（51）。
　6　独立後の政治とカースト
　独立後もゴイガマの優位は変わらなかった。ゴイガマからはその人口比以上
の議員が選出された。閣僚の圧倒的多数もゴイガマであった。こうした状況は
政権交代があってもほとんど変わらなかった（52）。政治におけるゴイガマの優
位が確定し，それがかなりの程度継続していくなかで，政治的野心をもつ非ゴ
イガマ・カーストの人々はどのような戦略をとっていったのであろうか。一つ
はもちろん政治家としての最も通常のルート，つまり議員となり，議会の中で
の影響力拡大を求めるというものである。おそらくその戦略において最も成功
したのは先に触れたプレマダーサ元大統領であった。カラーワのクララトネも
またその方向を目指した一人であったといえるかもしれない。
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　P. de S. クララトネ（Patrick de Silva Kularatne）は，1893 年にアンバランゴ
ダで生まれ，ゴールのリッチモンド・カレッジやコロンボのウェスリー・カ
レッジで学び，ロンドン大学に留学した。帰国後はアーナンダ・カレッジ校長
などを務め，その後政界に進出した。何度も選挙で失敗したあと UNP（統一
国民党）の議員として当選したが，UNP においてクララトネはほとんど無視
されたといわれる。そのため彼は SLFP（スリランカ自由党）に移ったのであ
るが，頭角を現すことはなかった。こうしてクララトネは，当時のジャーナリ
ストによれば，「政治的失敗のシンボル」となった（53）。
　JVP（人民解放戦線）のような過激な政治団体を通して影響力を高めよう
とする人々もあった。JVP の活動はカースト的問題を背景の一つにしていた
と考えられている。この運動のリーダーであったロハナ・ウィジェウィーラ
（Rohana Wijeweera）とその他の中核的リーダーたちの多くはカラーワであっ
た。これは従来型の左翼政党である共産党や LSSP（ランカ平等社会党）がゴ
イガマやキリスト教徒カラーワに指導されていた状況とはかなり異なってい
るとされる。JVP の指導者たちは，仏教徒のカラーワ，ドゥラーワ，バトゥガマ，
ワフンプラやその他の低位カーストに呼びかけたのであるが，場所によって
は動員に際して反ゴイガマ感情を利用することもあった。実際 JVP の支持者
たちは，中間カーストや低位カーストに多かった。 JVP の運動の重要な背景に
階級の問題があったことは確かであろう。その支持者の多くは仏教僧養成学
校の出身であり，英語が不完全な形で第二言語として教えられる地方の高校
を出たものたちであった。荒井が指摘しているように，彼らは英語教育を受
けたエリート層が支配するシステムの破壊を JVP に期待したのである（54）。さ
らに，「インド拡張主義」への批判に表れているようにシンハラ・ナショナリ
ズムもまた唱道された。つまり JVP の活動は，政治的野心をもつ非ゴイガマ
の指導者たちが，低位カーストのカースト意識や階級意識，そしてナショナ
リズムに訴えて政治的影響力の拡大を企図したものであったといえるかもし
れない。カラーワたちはロビー活動によっても政治的影響力を確保しようと
した。サラーガマとドゥラーワも同様の活動を行っていたが，カラーワのロ
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ビー活動はより広範囲にわたるものだった（55）。
　1956 年の政治変革は基本的にゴイガマの新興エリート集団を中核とする
UNP に対してさまざまな集団が意義を申し立てたことによって起きたもので
ある。このときの S. W. R. D. バンダーラナーヤカの勝利に貢献した人々の中に
もカラーワのエリートたちがいた。彼らは『仏教への裏切り』というタイトル
でよく知られている仏教委員会の報告書をつくり，仏教僧を組織化してバン
ダーラナーヤカの選挙運動を支えた（56）。このとき特に L. H. メッターナンダと
N. Q. ダヤスは大きな役割を果たしたようにみえる。仏教委員会の報告書は当
初出版困難とされていたが，最終的に N. Q. ダヤスによって出版が手配された。
ダヤスは当時ラトナプラの地方長官（Government Agent）であったが，政治
にも関与するようになっていた（57）。メッターナンダとダヤスは教育や行政組
織からのキリスト教徒の影響力の排除や反タミル的政策を進めた。さらにダヤ
スはシリマウォ・バンダーラナーヤカ首相の下で防衛外事省の常任書記を務め，
シンハラ・オンリー政策の執行などを精力的に進めた。タミル人指導者アミル
タリンガムは，この二人の説く仏教は，「攻撃的，戦闘的」であり，「ファシス
ト的性格」をもつものであると批判した（58）。
　おわりに
　シンハラ人はスリランカの圧倒的多数派であるが，そのなかでもきわめて大
きな政治的影響力をもっていたのがゴイガマ・カーストであった。彼らはシン
ハラ人人口の半数ほどを占める大カーストであり，カースト・ヒエラルキーに
おいても最上位であるとされた。このゴイガマの支配に最も強力に対抗しよう
としたのはカラーワ・エリートたちであった。実際，カラーワたちのカースト・
アイデンティティや政治意識は相当に強かった（59）。このカーストのエリート
たちは 19 世紀に急速に展開した市場経済をきわめて有効に活用し，アラック
販売やプランテーション経営で莫大な富を築いた。彼らはその経済力を背景に
社会的威信や政治的影響力を求めた。彼らは自らのクシャトリヤ起源を主張し，
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仏教復興運動を支援した。
　カラーワ・エリートたちはイギリス植民地下において政治改革を積極的に求
めた。そのなかで，彼らは一部のゴイガマが立法評議会への代表権を独占して
いる状況を変えようとした。実際，初期の政治運動の多くはカラーワたちが主
導したものであった。しかし政治権力の漸次的な移譲はカラーワたちの思うよ
うな状況をもたらさなかった。特にドノモア憲法による男女の普通選挙の導入
はゴイガマによる政治的支配をさらに強化するものであった。そしてその状況
は基本的に独立後も続くことになった。
　こうして彼らには選挙によって多数派となり，正面から政治権力を握ると
いう道はほとんど閉ざされることになった。その結果，カラーワ・エリート
たちのなかにはシンハラ仏教ナショナリズムに寄り添い，政治的社会的影響
力を拡大するという戦略をとる人々も現れた。本稿中でも簡単に触れた L. 
H. メッターナンダ，N. Q. ダヤスといった人々である。彼らが活発に活動した
のは 1950 年代から 60 年代にかけてで，スリランカの民族的分断がますます激
しくなる時期であった。この時期におけるカラーワ・カーストと政治に関する
より詳細な分析は今後の課題としたい。
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